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【各校の取組】県立大多喜高等学校に訪問しました。
県立大多喜高等学校では、第１学年におけるタブレット端末を活用した学習が始まりまし

た。生徒からは「タブレットを使うと授業内容がより分かりやすくなる」「タブレットは課
題解決に便利」等の声がありました。タブレット端末を活用した学習の様子を紹介します。

1年（理科・化学基礎）

教師用端末から生徒用端末に配
信した復習問題や確認問題に取り組
んだり、アンケート機能を使って振
り返りを行ったりしました。

アンケート機能を使って振り返り
（まとめ）を行うことで、生徒のつ
まずきや学習の定着度を把握するこ
とができます。

『Ｉ：今までの学びに Ｃ：ちょっとずつ Ｔ：取り入れる』
を合言葉に

１学年を中心に、１人１台端末（iPad）を総合的な探究の時間をはじめ、
様々な授業等で活用し始めたところです。先生方は、小テスト等の課題の提
示、授業で用いる資料の配付、授業動画作成や教材のモニター活用など、こ
れまでの授業の中に少しずつですがＩＣＴを取り入れています。また、生徒
の健康観察や各種調査、授業評価アンケート、職員会議資料のデータ配付等
でも、ペーパーレス化と併せてＩＣＴ活用を進めています。
今後は、効果的なＩＣＴ活用を探ることで、主体的・対話的で深い学びに

向けた授業改善につなげたいと考えます。

県立大多喜高等学校
中間 芳秀 校長

1年（情報Ⅰ）

プレゼンテーション用資料の作
成に２台の端末を活用しました。生
徒は、１台の端末で新たな情報を収
集し、もう１台の端末で資料を作成
していました。

生徒は複数の端末を使用し、情報
の入手と入力を効率よく行い、資料
を作成していました。

個別学習

アンケート機能を使って入力した振り返りの記録は、
データとして蓄積され、評価等に活用できます！

協働学習1年（数学Ⅰ）

２次関数の学習において、式とグ
ラフ、軸、頂点との関係について端
末を活用して学習しました。

各生徒の端末で教科書の二次元
コードを読み取り、２次関数のグラ
フを一人一人が操作しながら考える
ことで理解を深め、生徒同士の意見
交換が活発になりました。

個別学習

端末を活用することで、グラフの変化を可視化
して捉え、学ぶことができます！

個別学習

ＩＣＴを活用することで、より効率的・効果的
な学習活動になります！


